


 

令和５年度「新ハンズオン支援事業（個社支援・グループ支援）」の成果 

 

 復興庁では、民間企業等からの出向職員（政策調査官）の知見・経験や、専門家による

経営的助言を活用して、様々な経営課題を抱える被災地域企業や企業等のグループに寄り

添いながら経営課題を解決する「新ハンズオン支援事業（個社支援・グループ支援）」を

実施しています。 

 この度、令和５年度に実施した同事業における支援の代表事例を以下のとおりとりまと

めました。 

 

【主な支援内容】 

 ＜個社支援＞  

 ○卸から、売上・営業利益向上をもたらすいちご狩り新規事業への挑戦 

  （株式会社トライベリーファーム） 

  →いちご狩り新規事業のコンセプトを「Enjoy トライベリー」として、サービス開

発、集客、接客・オペレーションの OJT を実施。 

 

 ○生産現場の業務効率化と、経営改善へ向けた高付加価値商品開発、事業計画策定 

  （三晃食品株式会社） 

  →生産性向上と経営改善が支援要望であったが、そのための人材教育、新商品開発も

併せて実施。 

 

など  計 12 件   

 ＜グループ支援＞ 

 ○販路拡大グループ支援（ 10 者） 

  →ビジネスマッチ東北をはじめとする商談会への出展や商談ノウハウの提供等を通じ

た販路拡大に向けた支援を実施。 

 

 ○事業承継支援（３者） 

  →後継者不在の課題を抱える被災地の中小企業・小規模事業者等に対し、スモール

M&A の専門家を派遣し、事業承継の実現に向けた支援を実施。 

 

など  計５件  

 

 

※  上記代表事例の詳細については次ページ以降をご覧ください。 
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後継者不在の課題を抱える被災地の中小企業・小規模事業者等に対し、スモールM&Aの専門家を派遣し、事業承継の実
現に向けた支援を実施。事業譲渡や譲受に関心のある事業者等に対するセミナー・相談会を実施するとともに、事業譲
渡の実現に向けた簡易デューデリジェンスやマッチング制度への登録サポート等の支援を実施した。

• 日本政策金融公庫との共催で実施。また、東北３県
 を中心とする行政機関、支援機関、金融機関等から
 後援いただき周知等で連携をしつつ開催。

• 2023年９月（対面＋オンライン）、2024年２月
（オンライン）の２回開催し、合計107人が参加し
たほか、動画を復興庁HPで公開。

• スモールM&Aのプロである株式会社M&Aの窓口から
 、売り手・買い手双方の事業承継、M&Aについて成
 功のための勘所や現場での実例等を紹介。

• 日本政策金融公庫から、公庫の事業承継マッチング
 支援制度、M&Aマッチングの取組状況と成約事例、
 第三者承継に取り組む際の留意点を紹介。

• セミナー後には個別相談会を開催し、合計６社が参
 加した。

事業譲渡の実現に向け、被災地の３社に対し、実態把握、
簡易PL/BSの作成、簡易事業価値試算、企業概要書の
作成を行い、今後の取組み方針を助言。

支援先２先においては、日本政策金融公庫の事業承継
マッチング支援制度への登録を実施し第三者承継を検討。
また、支援先１社に関しては、従業員承継を検討してい
くこととなった。

支援先事業者の承諾のもとに、支援機関に検討結果を引
継ぎ、継続的な支援を図ることとした。

1.M&Aを活用した事業承継セミナー ２.支援内容及び結果

令和５年度新ハンズオン支援事業実施報告：事業承継支援
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